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I 問題と目的
近年，不登校やいじめ，引きこもりなど，子どもたちの学校不適応に関する問題は後を絶たず，よ
り適切な教育相談的介入や学校教育におけるサポート指導が必要になっている。これらの学校不適
応に関しては社会情勢，家庭や地域の教育力の変化，少子化などの様々な要因があげられるが，その
ひとつとして子どもたちの社会性やコミュニケーション能力の低下があり，看過できない問題となっ
ている。例えば，折川（2006）は多くのコミュニケーションが日常生活から抜け落ち始めていること，
島田（2006）は適応拒否を示す子どもたちのコミュニケーション能力が低下していることを指摘して
いる。つまり，学校不適応の背景には，日常生活や学校生活で友だちをはじめとする他者と適切に
関わることへの困難さがあるととらえられる。具体的な取り組みとして廣岡ら（2004，2005）は，子
どもたちのコミュニケーション能力を育成するため，アサーショントレーニングや大学生ボランティ
アを用いた実践を行っている。このことから子どもたちのコミュニケーション能力の育成は，社会的
見地からも重要な課題であると判断できる。
『小学校学習指導要領解説総則編』（文部科学省，2008a）は，道徳教育の目標の中に，今日の家庭や
地域社会および学校における現状児童の実態などを踏まえ，「社会の変化に主体的に対応していく
ことのできる人間の育成」が急務であることを明言している。多くの研究者が上記のことを指摘して
いるが，例えば遠藤（2005）によれば，道徳教育は「豊かな人間性」を育成し，現代の諸問題に適切
に対応できる働きかけを可能にするものであることが記されている。以上のことから，現在の学校教
育には，豊かな心を育成していく道徳教育の充実が求められていると判断できる。さらに『小学校学
習指導要領解説道徳編』（文部科学省，2008b）においても，前回の改訂より引き継がれた「生きる力
（変化の激しい社会において，人と協調しつつ自律的に社会生活を送ることができるようになるため
に必要な，人間としての実践的な力）」の育成が重視されているとともに，「生きる力」は「豊かな人
間性を要素としている」ことが述べられている。これらのことから，今後の学校教育においては，子
どもたちの「生きる力」の育成が共有の理念としてあり，その中でも「人間としての実践的な力」や
「豊かな人間性」を育んでいく道徳授業（道徳の時間）が大きな要となる役割を担っているといえる。
そのため，新しい学習指導要領では道徳教育が改訂の大きな柱であり，より充実した授業の検討が求
められているといえよう。
上記で述べた社会性やコミュニケーション能力はまさに文部科学省の提唱する「人間としての実践
的な力」のひとつである。これらの社会性やコミュニケーション能力を伸ばす具体的な取り組みとし
て，役割演技（RolePlaying，以下RP）やソーシャルスキルトレーニング（SocialSkilsTraining，以
下SST）などがあげられる。RPについては，押谷ら（2008）において，「具体的に道徳的価値の自覚
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と自己の生き方についての考えを更に深めるために有効である」ことが指摘されている。つまり，
RPでは，子どもたちに道徳的実践力を問われる場面が設定され，そこに関わるそれぞれの役割が演
じられることにより，実際にどのような対応が可能なのか，それぞれの役割でどのようなことを感じ
たのか体験することができるのである。さらに，『小学校学習指導要領解説道徳編』（文部科学省，
2008b）では，小学校高学年の段階で人間関係（他者との関係）を取り上げる際には，RPなどの具体的
体験場面を生かす指導方法の工夫が提唱されている。以上の提言により，道徳授業にRPを取り入れ
ることは，子どもたちの道徳的実践力を高めるのに有効であると判断できる。
SSTはソーシャルスキル習得のための取り組みである。「ソーシャルスキルを獲得していない子ど
もは，ほかの子どもたちとのコミュニケーションがうまくとれない」ことを相川（1999）は示してい
る。また，佐藤金山（2006）は，ソーシャルスキルは円滑な対人関係に不可欠なものであり，不足
していると社会的不適応に陥る可能性が高いことを述べている。以上のことから，SSTにはコミュ
ニケーション能力の習得を期待できる部分が大きいといえる。具体的な実践研究としては，学級適応
（小野寺ら，2004）や，自尊心（渡辺山本，2003）の向上にSSTが関わることがあげられ，その有効性
が論じられている。加えて，近年では道徳授業でのSST実施も検討されており（渡辺，2005など），
SSTは今後さらなる発展が期待される研究分野である。
これらの取り組みのように，学校現場では道徳授業でRPやSSTも含めたグループエクササイズ
などが導入されつつある。つまり，RPに関しては他者の立場の理解につながること，SSTに関して
は，道徳的なスキル（技能）を学ぶことができるので，道徳的実践力の育成に直結した指導が可能に
なるといえる。渡邉（2003）もコミュニケーション活動を取り入れた道徳授業展開の工夫を提唱して
いる。そのため，上記の取り組みも含め，より効果的な道徳授業の展開に期待が寄せられていること
がうかがえる。
しかし，諸富（2002）は，「道徳授業の目的はあくまでもねらいとする価値であり，エクササイズは
手段（教育方法）である」ことを強調している。つまり，RPやSSTなどに主眼を置くのではなく，
目標やねらいは道徳性や道徳的実践力の育成であることを念頭に置く必要があるといえる。ゆえに，
諸富（2002）は，ねらいとする価値を定めるため，授業の導入やまとめの段階で読み物資料やビデオ
などの視聴覚資料を用いることを指摘している。
以上の提言により，資料や読み物などを用いた道徳授業の中に，補助的な教育方法としてRPや
SSTを取り入れていくことには大きな意義があるといえる。そこで，本研究では，上記を踏まえた
道徳授業を行うことにより，子どもたちの道徳的実践力，あるいは道徳的心情に変化があるのかを
検証していく。『小学校学習指導要領解説道徳編』（文部科学省，2008b）では，道徳教育は4つの視点
（1 主として自分自身に関すること，2 主として他の人とのかかわりに関すること，3 主として自然や崇高な
ものとのかかわりに関すること，4 主として集団や社会とのかかわりに関すること）でとらえられ，さらに
高学年については22の内容項目が示されている。その中から，本研究では，他者との関わりに重点
を置き，2の視点である「主として他の人とのかかわりに関すること」の項目（2）「だれに対しても
思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にする」（以下2（2））をねらいとし，他者への思いや
りに関する道徳授業を実践していく。なお，子どもたちの変化に関しては，自己評価に加え，各学級
担任の教員によるアセスメントも加えることによって，より多面的に変化を把握できるようにしてい
く。
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II 方 法
1.調査対象者
首都圏のA小学校3学級に在籍する5年生児童（男子42名，女子45名，合計87名）を対象とし，
道徳授業を実施した。なお，各学級担任の教員は，男性2名，女性1名であり，教員歴は5～19年で
あった。各学級は4月に新たに編成され，特別な問題は抱えていない状態であった。
2.測定用具
（1） 児 童
①フェイスシート 性別を尋ねた。
②道徳的実践力道徳的心情に関わる項目
『小学校学習指導要領解説道徳編』（文部科学省，2008b）およびHEART（古畑ら，1999）をもとに作
成した友だちへの思いやりに関わる6項目〔1.友だちがあやまってきてもゆるさない（逆転項目），
2.友だちの気持ちになって考えている，3.友だちの気持ちになって行動している，4.友だちがこま
っていたらやさしくする，5.だれにでもいいところはあると思う，6.友だちのいいところを知って
いる〕を使用した（4件法）。また，ポストテストにのみ，自由記述の欄を設けた。
（2） 教 員
①フェイスシート 性別および教員歴を尋ねた。
②道徳的実践力道徳的心情に関わる項目
（1）の②より表記を改めた3項目〔1.友だちの気持ちになって考えている，2.友だちの気持ち
になって行動している，3.友だちが困っていたら優しくする〕を使用し，各学級の児童に関するア
セスメントを求めた（4件法）。
3.調査実践時期
本研究の実施期間は2008年10月～12月であった。
4.手続き
3.の期間内に，帰りの会などを用いた児童および教員への2.による質問紙調査（プレテストポス
トテスト）を実施した。なおプレテストは10月上旬に，ポストテストは12月中旬に実施した。時間
は，児童は各約10分，教員は各約30分であった。
5.道徳授業の実施
それぞれの学級において，筆者と学級担任の教員とで連携し，2回の道徳授業を実施した（各45分）。
各回の流れを以下に示す。
（1） 第1回道徳授業
主題名:相手のことを考えて
ねらい:思いやりの心をもち，相手のことを考えて親切にする。
資料名:雨－星野富弘（文渓堂，2008）
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RPおよびSST用資料:吉田（2008）をもとに作成した資料「転校生」を用いた。内容は以下に
示す。
私たちのクラスで，坂本くんという男の子が新たな仲間に加わることになりました。最初の授
業が終わって，次の時間は低学年の友だちといっしょに遊ぶ「A小（学校）タイム」です。み
んな低学年の教室にいっしょに遊ぶ友だちをむかえに行き始めました。でも，坂本くんはまだ
「A小（学校）タイム」が何なのか，どんなことをするのか分からないみたいで，困った顔をし
ています。あなただったら坂本くんにどのような言葉をかけますか。考えてみましょう。
RP:声をかける児童声をかけられる児童周囲で見ている児童
SSTにおけるターゲットスキル:困っている相手に思いやりをもった対応ができる。
授業展開:文渓堂資料（2008）などを参考に作成した。なお，概要（学習指導案）はAppendix1.
に示す。
（2） 第2回道徳授業
主題名:どんなときも親切に
ねらい:どんなときも，誰に対しても思いやりをもつ。
資料名:「レジにて」（文渓堂，2008）を改編して使用した。
RPおよびSST用資料:小川（2008）をもとに作成した資料「図工の時間に」を用いた。内容は
以下に示す。
昨日，わたしは同じ班の青山さんと言いあらそいをしてしまいました。そうじ当番で，いつも
おとなしい山内くんにごみ捨て係をおしつける青山さんに，わたしが，「ごみ捨て係はみんなで，
交代でやろう」と言ったら，けんかになってしまったのです。その後，青山さんと口をきいてい
ません。
図工の時間です。今日はデッサン画を完成させなくてはいけないので，みんな真剣に，集中し
て取り組んでいます。とても静かでえんぴつが画用紙の上を走る音しか聞こえません。
しばらくしたころです。わたしのななめ前の席の青山さんが消しゴムを落としました。消しゴ
ムは青山さんの後ろの方にある，ロッカーのすきまの穴に入りかけました。今すぐに拾わないと，
消しゴムは穴に入り込んで取れなくなってしまいます。青山さんは絵をかくのに集中していて，
消しゴムを落としたことに気づいていません。
教室はみんなが真剣に絵をかいているので，とても静かです。えんぴつの音しか聞こえません。
話をしたり，いすから立って音をたてたりすると周りのみんなにめいわくになりそうです。わた
しは「どうしようか。教えようか，そっと拾ってわたそうか。でも青山さんとは昨日から話をし
ていないし…」と考えこんでしまいました。
RP:声をかける児童声をかけられる児童周囲で見ている児童
SSTにおけるターゲットスキル:どんなときも，どのような相手でも思いやりをもった対応がで
きる。
授業展開:文渓堂資料（2008）などを参考に作成した。なお，概要（学習指導案）はAppendix2.
に示す。
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III 結 果
1.児童の自己評価
プレテストでの各6項目について天井効果およびフロア効果を確認したところ，「6.友だちのいい
ところを知っている」の項目に天井効果が見られた。そのため，ポストテストとの比較では，5項目
を使用した。なお，各項目と同時に，5項目の合計得点も比較した。項目合計得点は項目数で除した
数値である。t検定では，全体での比較を実施するとともに，男女別の比較も合わせて実施した。結
果は以下の通りであった（Table.1）。
全体においては，「1.友だちがあやまってきてもゆるさない（逆転項目）」，「2.友だちの気持ちに
なって考えている」，「3.友だちの気持ちになって行動している」の3項目にp＜.001で有意な得点
の上昇が確認された。また，「4.友だちがこまっていたらやさしくする」の項目についてもp＜.01
で有意に得点が上昇していることが明らかになった。なお，「5.だれにでもいいところはあると思う」
に関しては，有意差は示されなかった。項目合計得点に関しては，p＜.001で有意に得点が上昇した
ことが把握できた。
男女別による比較では，男子においては2.～4.の項目および項目合計得点に，女子においては
1.～3.の項目および項目合計得点で有意に得点が上昇していることが確認された。
次に，項目合計得点を平均値で分類し，高群（以下H群）と低群（以下L群）ごとに各項目の得点を
比較した。結果を以下に示す（Table.2）。
L群においては，「5.だれにでもいいところはあると思う」以外のすべての項目で有意な得点の上
昇が確認された。なお，H群においては，「1.友だちがあやまってきてもゆるさない（逆転項目）」，
「2.友だちの気持ちになって考えている」，「3.友だちの気持ちになって行動している」の項目で，
得点は有意に上昇していた。
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Table.1 道徳授業実施前後における各項目および項目合計得点の平均値と標準偏差（全体男女別）
項 目
全 体（n＝87） 男 子（n＝42） 女 子（n＝45）
プレ ポスト t値 プレ ポスト t値 プレ ポスト t値
1.友だちがあやまってきてもゆるさない（＊） 3.11（0.70） 3.41（0.54） 4.13＊＊＊ 3.08（0.75） 3.29（0.46） 1.67 3.12（0.64） 3.52（0.39） 5.10＊＊＊
2.友だちの気持ちになって考えている 2.62（0.71） 3.22（0.62） 7.56＊＊＊ 2.43（0.64） 3.18（0.46） 7.17＊＊＊ 2.80（0.72） 3.25（0.74） 3.98＊＊＊
3.友だちの気持ちになって行動している 2.47（0.70） 3.16（0.63） 10.25＊＊＊ 2.32（0.70） 3.18（0.56） 9.82＊＊＊ 2.60（0.67） 3.13（0.68） 5.54＊＊＊
4.友だちがこまっていたらやさしくする 3.16（0.71） 3.39（0.37） 2.91＊＊ 3.00（0.74） 3.35（0.48） 3.38＊＊ 3.31（0.64） 3.42（0.50） 1.04
5.だれにでもいいところはあると思う 3.06（0.52） 3.21（0.77） 1.78 3.13（0.53） 3.24（0.75） 0.89 3.02（0.50） 3.17（0.78） 1.63
項目合計得点 2.88（0.41） 3.27（0.32） 10.00＊＊＊ 2.79（0.44） 3.25（0.32） 7.04＊＊＊ 2.96（0.35） 3.30（0.32） 7.45＊＊＊
（＊）は逆転項目 （ ）内は標準偏差 ＊＊p＜.01 ＊＊＊p＜.001
Table.2 道徳授業実施前後における各項目および項目合計得点の平均値と標準偏差（H群L群）
項 目
L群（n＝47） H群（n＝40）
プレ ポスト t値 プレ ポスト t値
1.友だちがあやまってきてもゆるさない（＊） 2.91（0.74） 3.37（0.49） 3.64＊＊ 3.26（0.62） 3.45（0.51） 2.23＊
2.友だちの気持ちになって考えている 2.11（0.40） 3.06（0.52） 10.34＊＊＊ 3.05（0.67） 3.36（0.61） 2.95＊＊
3.友だちの気持ちになって行動している 2.06（0.41） 2.91（0.50） 9.22＊＊＊ 2.81（0.70） 3.36（0.62） 5.98＊＊＊
4.友だちがこまっていたらやさしくする 2.60（0.49） 3.23（0.42） 6.21＊＊＊ 3.62（0.37） 3.52（0.40） 1.00
5.だれにでもいいところはあると思う 2.86（0.43） 3.00（0.76） 1.04 3.24（0.53） 3.38（0.51） 1.52
項目合計得点 2.50（0.23） 3.11（0.30） 10.95＊＊＊ 3.19（0.21） 3.41（0.27） 5.61＊＊＊
（＊）は逆転項目 （ ）内は標準偏差 ＊p＜.05 ＊＊p＜.01 ＊＊＊p＜.001
2.教員のアセスメント
各学級担任の教員に，学級の児童へのアセスメントを求めた。使用した3項目についてはプレテス
トで天井効果フロア効果ともに見られなかったため，そのまま使用した。結果を以下に示す（Table.3）。
どの項目においても得点の上昇が有意であったことが示された。引き続き，プレテストでの得点を
平均値で高群（以下H群）と低群（以下L群）に分類し，それぞれポストテストでの得点と比較した。
その結果，H群においては，「2.友だちの気持ちになって行動している」に天井効果が見られたため，
その他の項目および項目合計得点での比較を実施した。その結果，「3.友だちが困っていたら優しく
する」でt＝2.37，p＜.05で有意差が認められた。L群においては，すべての項目および項目合計得
点で有意な得点の上昇が確認された。L群の結果を以下に示す（Table.4）。
IV 考 察
以下，児童の自己評価と教員のアセスメントから，各項目に対する考察を述べていくこととする。
1.児童の自己評価
（1）「1.友だちがあやまってきてもゆるさない（逆転項目）」
本研究では，具体的に「あやまっている相手をゆるす」という道徳的場面の設定やRPなどは実施
できなかったものの，全体および女子，L群，H群に有意な得点の上昇が確認された。つまり，女子
を中心に，謝っている相手の立場を考えようとする態度に変容があったことが推察される。他人の過
ちを許す，という内容は『小学校学習指導要領解説道徳編』（2008b）2（4）の「謙虚な心をもち，広
い心で自分と異なる意見や立場を大切にする」に大きく関わるものである。さらに，他人の過ちを許
す態度（寛容）は，相手を思いやり，親切にすることに関する指導を通じて育まれることが示されて
いる。本研究では，「思いやり」と「寛容」の関連を明確に把握することはできなかった。しかし，
道徳授業でRPなどを取り入れたことにより，相手の立場になって考え，思いやりをもって接しよう
（47）
Table.3 道徳授業実施前後における各項目項目合計得点の平均値と
標準偏差（教員のアセスメント）
項 目 プレ ポスト t値
1.友だちの気持ちになって考えている 2.87（0.84） 2.97（0.72） 2.04＊
2.友だちの気持ちになって行動している 2.65（0.81） 2.97（0.72） 4.33＊＊＊
3.友だちが困っていたら優しくする 2.55（0.82） 3.10（0.62） 8.29＊＊＊
項目合計得点 2.69（0.78） 3.01（0.63） 7.83＊＊＊
（ ）内は標準偏差 ＊p＜.05 ＊＊＊p＜.001
Table.4 道徳授業実施前後における各項目および項目合計得点の平均値と
標準偏差（L群）
項 目
L群（n＝46）
プレ ポスト t値
1.友だちの気持ちになって考えている 2.30（0.63） 2.53（0.55） 2.89＊＊
2.友だちの気持ちになって行動している 2.07（0.50） 2.65（0.65） 5.75＊＊＊
3.友だちが困っていたら優しくする 1.88（0.32） 2.79（0.55） 11.30＊＊＊
項目合計得点 2.08（0.41） 2.65（0.46） 12.42＊＊＊
（ ）内は標準偏差 ＊＊p＜.01 ＊＊＊p＜.001
とする態度が育まれ，「相手をゆるす」という道徳的心情や道徳的実践力に何らかの影響をおよぼし
た可能性があげられよう。
（2）「2.友だちの気持ちになって考えている」
全体およびどの属性においても得点の上昇が確認された。このことから，他者の気持ちになって考
えられるようになった，と多くの児童が自己評価していることが分かった。林（2008）は，RPのや
り方として，①シナリオ通りに演じるやり方，②場面設定だけをしておいてあとは自由に演じさせる
やり方の2つがあげられることを示し，特に②には子どもの主体性や創造性を育む効果があることを
指摘している。しかし，同時にネガティブな内容の場合は，子どもたちの傷つきに注意を払うことを
記している。本研究では，子どもたちの積極的な意見をもとに「思いやり」というポジティブな内容
を扱った自由度の高いRPを実施したので，子どもたちはRPに意欲的に取り組むことができた。そ
のため，様々な観点から相手の立場を考えようとする態度が育まれたと推察される。有沢（2007）は，
「人間性を育んだり，他者との関係を構築したりする上で共感性を育てること」が重要であると指摘
し，RPが共感性の育成に有効なことを記している。さらに塗師（2002）も，いじめなどの学校不適
応問題は，他者との共感を深めることで減少することを示している。本研究の結果やこれらの先行研
究より，RPは子どもたちが他者（友だち）の気持ちになって考えようとする「思いやり」という道徳
的心情の変容に大きく関わる可能性が示されたといえよう。
（3）「3.友だちの気持ちになって行動している」
（2）と同様に，どの属性においても得点の上昇を確認できた。このことから，多くの児童が相手
の立場を踏まえながら行動できるようになった，と自己評価していることがうかがえる。SSTによ
る行動変容は多くの研究で指摘されており（岩瀧，2008，瀧柴山，2008，など），子どもたちの適応に
大きな影響を与えていることが言及されている。また，SSTの進行には，適切な行動のみを示す場
合や，あえてモデルを示さない場合も取り上げられている（林，2008）。本研究ではSSTでのターゲ
ットスキルについて，指導者による適切なスキルのモデリングを行うことに加え，子どもたちによる
適切な思いやりをもった行動（スキル）の積極的な発表やモデル提示を求めた。そして，その中から
各自が最も習得しやすく，相手を思いやっていると判断できる行動を選択させ，トレーニングを行い，
般化を促した。このことから，実際に他者を思いやって声をかけたり，手伝ったりするという行動に
加え，スキルの習得以上に，自分ができる思いやりをもった行動をしよう，という道徳的実践力が芽
生えたと推測できる。
（4）「4.友だちがこまっていたらやさしくする」
女子を除く，すべての属性において得点の上昇が確認された。女子に有意差が確認できなかった理
由として，プレテストの段階で得点が高かったことがあげられる。困っている他者を助けることは
「援助行動」であり，多くの研究がなされている。高木（1998）は，性差には一貫した知見が得られて
いないが，援助者の身体的努力や伝統的性役割などの要因が関与することを述べている。他者に優し
くする（援助する）行動や道徳的実践力や道徳的心情に関しては，改めて検討したい。
本研究の2回の道徳授業はいずれも困っている他者（友だち）の立場を忖度し，思いやりをもって
優しく接していこうとする道徳的実践力を身につけることをねらいとしていた。この点を踏まえると，
この項目に関して，本研究の取り組みは効果があったことがうかがえる。
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（5）「5.だれにでもいいところはあると思う」
『小学校学習指導要領解説道徳編』（2008b）の2（2）より，他と同様に設定した項目であったが，
どの属性においても得点の変化は確認されなかった。この項目設定の理由は，「人間関係の深さの違
いや意見の相違などを乗り越え，思いやりの心とそれに伴った親切な行為」を広げていく，という内
容を踏まえたためである。本研究では，特に後半の「思いやりの心とそれに伴った親切な行為」に重
点をおき，RPやSSTを用いて子どもたちの道徳的実践力に働きかけることができた。今後の研究
においては，子どもたちの相互理解を深めながら，思いやりの心をもった道徳的実践力をより一層高
めていく必要があろう。つまり，相互理解と思いやりとの関連を検討する必要があるといえる。相互
理解を深める具体的手段として，片野（1997）などは構成的グループエンカウンター（Structured
GroupEncouner，以下SGE）の有効性を論じている。RPやSSTなどとともに，SGEも教育方法と
して積極的に取り入れた道徳授業の工夫が検討されるべきであろう。
2.教員のアセスメント
（1）「1.友だちの気持ちになって考えている」
全体でも有意差は確認できたが，教員のアセスメントから，特に道徳的心情の育成が期待されるL
群に関して，得点の上昇が明らかになった。教員の視点からもこの項目の得点が上昇したことで，本
研究で実施した道徳授業が子どもたちの道徳的心情の育成に関わった可能性が示された。
（2）「2.友だちの気持ちになって行動している」
（1）と同様の結果が得られた。この項目に関しては，実際に目に見える行動の変容が問われるた
め，得点の有意な上昇から，道徳授業により子どもたちの道徳的実践力が養われたことがうかがえる。
具体的な行動の変容として，今回の研究に携わった3名の教員から，次のような報告がなされた。以
前は算数の少人数指導などにおいて，先にできた児童が，まだできない児童に教えたり，一緒に課題
に取り組んだりする活動を行っていたが，教える口調がきつかったり，乱暴だったりすることで，ト
ラブルになることが多かったという。しかし，道徳授業の実施後は，上記のトラブルで教員が注意を
することが少なくなったとのことであった。このことから，子どもたちに相手のことを思いやり，教
える際の行動（口調や取り組み方など）に変容があったととらえられる。つまり，SSTによるターゲッ
トスキルが般化されたことが示唆された。今後は報告された子どもたちの変容と，ターゲットスキル
を維持させていく取り組みが望まれる。
（3）「3.友だちが困っていたら優しくする」
この項目に関しても，（1）および（2）と同様の結果に至った。具体的な行動の変容として，掃
除や給食準備などで，係が手間取って時間がかかっている時に，係以外の児童が手伝ったり，声をか
けたりするようになったことが，学級担任の教員全員から報告された。このことから，児童は準備に
時間がかかり，困っている係の児童のことを，相手の立場に立ってどう対処すれば最善であるのかを
意識するようになったといえる。今後の取り組みとしては，さらに子どもたちの日常生活における道
徳的実践力を把握するべく，質的な研究も実施していく必要がある。
3.児童の自由記述
本研究における道徳授業について，自由記述を求めた。主な記述を紹介する。
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・「こういうときはどうする」などを考える授業で，自分が親切にできるところを発見できて楽しかった。（女児）
・ふだんこんなことを考えないでいるけれど，この道徳の授業を受けて，相手の気持ちなど考えながら話した
りしてみようと思いました。（女児）
・いろんなパターンのなやんでいる人のことをやって，相手の気持ちになれたので，この勉強を生かしたいと
思います。（男児）
・いろんな人がいるけど，やさしくした方が，きっと最後はいい気分になると思う。（女児）
・アンケートにも「相手の気持ちになって考える」があった。道徳の「図工の時間に」をやって，相手の気持
ちになって考えることができた。（男児）
・2回の道徳は自分が相手の気持ちになる授業でした。思いやりも大切だな，と思いました。（男児）
・相手の気持ち，自分の気持ちがあるように，してあげた側としてもらった側の両方の気持ちが深く読み取れ
てとても良かったです。みんなで意見を出し合って，「あ，こんな気持ちにもなるなあ」と発見できました。
自分の気持ちだけじゃなく，相手の気持ちも考え，行動をもっとできるようにしたいです。（女児）
これらの自由記述により，RPなどを道徳授業に取り入れたことは，子どもたちが相手の気持ちを
考え，思いやりをもって関わろうとするきっかけにつながったことが推測される。今後も，適宜道徳
授業への取り入れを検討していくべきであろう。
4.全体考察
本研究ではRPやSSTを道徳授業に取り入れたことにより，友だちの気持ちになって考えたり，
行動をしたりしようとする子どもたちの道徳的心情や道徳的実践力が向上した可能性が示された。つ
まり，「思いやり」に関する変容が示唆されたといえる。特に教員の立場から，道徳的心情や実践力
の向上が望まれていたL群に関しては，RPやSSTを取り入れた道徳授業が有意義な教育的働きか
けであったと判断できる。しかし，本研究は1事例の事前事後テストデザイン（プレテストポストテ
スト）による検討であり，考察に関しては把握できない部分もある。だが，多くの項目で得点の上昇
が有意であったことは，子どもたちが自分自身の道徳的実践力の向上を意識していることや，教員が
児童の変容を把握していることによるものと判断できる。加えて，教員の視点からは，子どもたちの
学校生活における具体的な場面での変容がうかがえた。SSTで習得したスキルが，般化され，道徳
的実践力が活用されることにつながったと推察できる。これらの点に関しては，今後の研究で，統制
群を設置するなどの再検討が不可欠となる。
また，本研究で取り扱った道徳授業のねらいには，「誰にでも親切に」という内容も含まれている。
今回はクラスごとに道徳授業を行ったため，ある程度慣れ親しんだ，親密な相手に対しての思いやり
が育まれたと考えられる。さらにねらいに迫るべく，今後は学級や学年の枠を取り払った道徳授業の
実践なども検討する余地があろう。つまり，より多くの他者への思いやりを育成するために，般化や
道徳的実践力の活用ができる機会を設けていくことも求められる。さらに，各学級担任の教員が学校
生活の様々な場面で，子どもたちに本研究での道徳授業を示唆することにより，習得したスキルの活
用を促進することができ，般化につながった可能性がうかがえる。今後も，あらゆる場面で，今回の
取り組みを子どもたちに想起させることは，道徳的実践力などの向上に資するといえよう。同時に，
指導計画の充実を図ることで，継続的に道徳授業の工夫をしていくことも不可欠である。
加えて，「思いやり」を育成するためには，助け合いの機会を設けることが重要であると指摘され
ている（文部科学省，2008a）。そのため，例えば「共同描画」などの，他者と協力して課題を達成する
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要素を含むSGEなどとの併用も効果が期待できよう。
最後に，児童の感想の中に，「お礼を言うことの大切さ」に言及したものが多く見られた。RPの
場面においても，様々なお礼の言い方が発表され，子どもたちは多くのスキルがあることを学習でき
たように見受けられる。「お礼を言われるとうれしい」などの感想も相手の立場に立った道徳的実践
力に関わるものであろう。今後は，双方向のコミュニケーションを充実させていくRPなども効果的
な取り組みになると予想される。
本研究では，RPやSSTを道徳授業の中で読み物資料と併用させて取り上げることにより，子ど
もたちの道徳的心情や道徳的実践力，特に他者への思いやりに関する変容を検討していった。念頭に
置くべきことは，RPやSSTはあくまでも教育方法のひとつであり，中心となる目的は道徳的心情
や道徳的実践力の育成である。今後も，さらなる効果的な道徳教育の充実を図るべく，指導の工夫や
検討を行いたい。
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Appendix1.第1回道徳授業指導案
学習活動（☆:主な発問，○予想される児童の反応） 指導上の留意点
導
入
1.「雨」の作者である星野富弘について知る。
○誰が書いた文字なんだろう。
○廊下に花の絵が飾ってあった。
○手足が不自由で，車椅子で生活をしているんだ。
・作者が口に筆をくわえて練習を始めたころの文字を見せる。
・校内に飾ってある作者の他の作品を想起させる。
・作者の日常生活の様子（VTR）を視聴し，手足が不自由になっ
た経緯や創作活動への取り組みの理解を促す。
展
開
Ⅰ
2.「雨」を読んで話し合う。
☆少女はどうして作者の後を心配そうについていったのか。
○手足の不自由な作者が雨に濡れていたから。
○無事に家まで帰れるのか心配だったから。
○作者が困っていることがあったらお手伝いをしよう。
☆作者が家に到着するのを確認した少女の気持ちはどうか。
○雨の中だったが，無事に家に着くことができてよかった。
○心配だったけど，これで安心できる。
○お手伝いすることがなくてよかった。
☆少女に礼を伝えた作者の気持ちはどうか。
○気を遣ってくれてありがとう。
○君のやさしさがうれしかったよ。
・作者の手足が不自由であること，雨が降っていることを確認する。
・自分以外の相手の立場について考えさせる。
・作者に礼を言われた少女の気持ちについて考えさせる。
・少女のやさしさに気づき，声をかけた作者の配慮を確認する。
・少女のやさしさは直接的な言動として作者に関わったものではな
いが，深く伝わったものであることを考えさせる。
展
開
Ⅱ
3.RP資料を読み，困っている相手をみたらどんな対応ができる
のかを考える。
☆このような場面だったら，どんな言葉をかけたらいいか。
○何か分からないことある？
○A小学校タイムは低学年の子と遊ぶ時間だよ。
○今日は●●で遊ぶから一緒に行こう。
☆声をかける際にどんなことに気をつけるといいか。
○いきなり後ろからだと相手が驚く。
○声の大きさや顔の表情も大事だ。
4.3.の場面をもとに，SSTを行う。
○いろいろな声のかけ方がある。
○笑顔で言うと緊張している相手が安心する。
○お礼を言われると自分もうれしくなる。
・声をかけられる相手の気持ちを押さえる。
・どんなことから相手が困っていると考えられるのかを確認する。
・代表者でRPを実施し，各役割で感じたことをシェアする。
RP:声をかける児童声をかけられる児童周囲で見ている児童
・配慮すべき事項は板書で確認する（適切な言い方・言葉など）。
・教員でモデルを示し，適切な行動の示唆を与える。
・児童からあげられた適切なスキルを整理し，提示する。
ターゲットスキル:声をかける自分も一緒に行く教えるなど
・5名程度の小グループで役割を交換し，相互にリハーサルとフィ
ードバック，シェアリングを行う。
・教員は各グループを巡回し，適宜フィードバックに加わる。
ま
と
め
5.まとめ
☆SSTで練習したスキルはどんなところで活用できるか。
○友だちが分からないことがあるときに助けてあげられる。
○授業中や休み時間に困っている人に声をかけられる。
・SSTで習得できたスキルを日常生活でも般化できるよう促す。
（いわたき だいじゅ 総合教育センター）
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Appendix2.第2回道徳授業指導案
学習活動（☆:主な発問，○予想される児童の反応） 指導上の留意点
導
入
1.誰に対しても，どんなときも親切にできるかを問いかける。
○周りの友だちにはできている。
○あまり話したことのない友だちにはどうだろう。
○親切にするのが難しいのはどんなときだろう。
・親切にしたり，親切にしてくれるのはどんな人たちなのか。また，
そのときの気持ちはどのようなものなのかを想起させる。
・普段できている親切な行動や思いやりをもった接し方であるが，
誰にでも，どんなときでもできているのかを振り返らせる。
展
開
Ⅰ
2.「レジにて」の前半を読む。
☆並んでいるレジに割り込まれた時の主人公の気持ち。
○私が先に並んでいたのに。
○自分勝手に割り込んできて頭に来る。
☆割り込みをした大人の落とし物に気付き，主人公はどのよう
なことを考えただろうか（吹き出しへの記入を促す）。
○マナーを守れない人には教えたくない。
○教えてあげた方がいいが，腹が立っている。
○これを落とすと，この人は困るだろうな。
3.「レジにて」の後半を読む。
☆礼も言わずに立ち去った大人に対し，主人公はどのようなこ
とを考えただろうか（吹き出しへの記入を促す）。
○せっかく教えてあげたのに，ひどい。
○教えない方がよかったかもしれない。
○自分はいいことができたからそれでいい。
☆レジ係の言葉を主人公はどのように受け止めたか。
○やっぱり教えてあげてよかった。
○親切にしたほうが気持ちがいい。
○褒められてうれしかった。
・主人公はきちんとマナーを守っているのに，それを守れない大人
に対して腹が立っていることを確認する。
・後半の展開は示さず，前半のみを提示する。
・自分に嫌な思いをさせた相手であること，あまり親切にするのを
ためらってしまう相手であることを確認する。
・自分にとって腹立たしい，不愉快なことをした相手であっても，
親切に，思いやりをもった行動をとることができるのかを考えさ
せる。
・自分の親切が相手に伝わらなかった場合でも，親切にすることが
できるのかを考えさせる。
・親切にすることの価値について示唆していく。
・親切にすること，思いやりをもつことの喜びを振り返らせる。
・レジ係の言葉により，主人公が救われた部分を確認する。
展
開
Ⅱ
4.RP資料を読み，状況によって，どのような思いやりをもった
行動ができるのかを考える。
☆このような場面だったら，どのようなことができるか。
○ボディタッチして落ちている消しゴムを示す。
○自分が拾ってあげる。
☆声をかける際にどんなことに気をつけるといいか。
○黙って親切な行動をすることもできる。
○顔を見ないと親切にされても心配になる。
5.4.の場面をもとに，SSTを行う。
○いろいろな方法で人に親切にできる。
○自分ができる親切を考える。
○親切にしてもらえるとうれしい。
○勇気を出して親切にすると自分も気持ちがよくなる。
○仲直りのきっかけになるかもしれない。
・周囲が集中しており，声を発すのも憚られることを確認する。
・親切にする行動は一つではないことを示唆していく。
・代表者でRPを実施し，各役割で感じたことをシェアする。
・「レジにて」と同様の状況であることを振り返る。
RP:声をかける児童声をかけられる児童周囲で見ている児童
・配慮すべき事項は板書で確認する（適切な言い方言葉など）。
・適切な行動や動作などに関しても板書していく。
・教員でモデルを示し，適切な行動の示唆を与える。
・児童からあげられた適切なスキルを整理し，提示する。
ターゲットスキル:黙って拾う教える示すなど
・5名程度の小グループで役割を交換し，相互にリハーサルとフィ
ードバック，シェアリングを行う。
・教員は各グループを巡回し，適宜フィードバックに加わる。
ま
と
め
6.まとめ
☆SSTで練習したスキルはどんなところで活用できるか。
○どんなときでも親切にすることができる。
○言葉以外の方法でも親切にすることができる。
・SSTで習得できたスキルを日常生活でも般化できるよう促す。
